
このデータベースのデータおよび解説文等の権利はすべて株式会社スティングレイが所有しています 。

データ及び解説文、画像等の無断転用を一切禁じます。 Copyright (C) 2026 Stingray. All Rights Reserved.

丹下左膳餘話　百萬兩の壺 (1935)

メディア 映画

ジャンル 時代劇  ドラマ  コメディ 

製作国 日本

色彩 B&W

時間 92分

初公開日 1935/06/15

【解説】
　わずか28歳の若さで戦死してしまった早世の天才映画監督・山中貞雄の現存する３本のうちの１本。
それまでチャンバラものとして人気のあった丹下左膳を主人公に、擬似家族が織り成すホームドラマ風
人情喜劇が展開する。
　とある小藩に伝わるこけ猿の壺。実はこの壺に先祖が埋め隠した百万両のありかが示されていること
が判明する。だが、壺は先日江戸の道場屋敷に婿入りした弟・源三郎が知らずに持って行ってしまって
いた。やがて、その秘密は江戸の源三郎にも知れるところとなるが、一足遅く壺は道具屋に売り渡され
てしまっていた。ほどなく壺は道具屋の隣に住む安吉の金魚入れとなる。しかしその夜、安吉の父親は
行きつけの遊技場である矢場で、チンピラとの諍いから刺し殺されてしまう。矢場で用心棒の傍ら居候
をしている左膳と矢場の女将・お藤は男の家を見つけるが、そこで、安吉が母親を早くに亡くし父親と
の二人きりだったことを知る。仕方なく二人は安吉を預かることにし、安吉が大事にしている金魚を入
れた壺とともにお藤の矢場へと連れ帰るのだった。一方、源三郎は壺を探して市中を回るが、そこでた
またま目にした矢場で働く娘に軽い浮気心を抱く。以来養子の身である源三郎は壺を探すと称しては矢
場へ入り浸り羽を伸ばすようになり、いつしか安吉、左膳とも親しくなるのだったが……。
　大胆にして絶妙な省略を多用し笑いとテンポを巧みに生み出すあたり、まるで上質なハリウッド・コ
メディを観ているかのような錯覚を覚える（もちろん監督がそれらの作品を念頭に本作をつくったのは
いうまでもない）。そしてなによりも驚くのはその的確にして奥行き深い人物造形で、矢場の女将と左
膳の、照れ屋で意地っ張りでしかも口は悪いが根は優しい、そんな江戸っ子気質をみごとに描き出して
いる。また、源三郎にしても城主の弟で今は養子の身という居心地の悪さと、それでいてどこかのん気
で次男坊のお気楽さがちょっとしたセリフや行動からさりげなく表わされていて、その的確で無駄の無
い演出に恐れ入る。それにしても、この時代に日本でもこれだけ高い完成度を誇る映画が作られていた
ことに今さらながら驚くとともに、何よりその監督のあまりにも早すぎる死が無念でならない。

【クレジット】
監督 山中貞雄

原作 林不忘

脚本 三村伸太郎

潤色 三神三太郎

撮影 安本淳

編集 福田利三郎

音楽 西梧郎

助監督 萩原遼

出演 大河内傳次郎 丹下左膳

喜代三 お藤

沢村国太郎 柳生源三郎

山本礼三郎 興吉

鬼頭善一郎 高大之進
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阪東勝太郎 柳生対馬守

磯川勝彦 峰丹波

清川荘司 七兵衛

高勢実乗 茂十

鳥羽陽之助 当八

宗春太郎 ちょい安

花井蘭子 荻野

伊村理江子 矢場の女

達美心子 矢場の女

深水藤子 お久


